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生徒の意欲を引き出す国語騎授業
- ｢書く｣活動を通して -
学習開発コ-ス (09220906) 岡 村 麻 衣 子
本研究では,生徒の学習意欲を引き出すために ｢書く｣活動に注目した｡看図作文,ラ
イティング｡ワークショップといった先行実践を踏まえ,和歌や短歌から想像した場面を
自由に文章化するという学習活動を高校と中学校で実践した｡その結果,意欲的に授業に
参加する姿が見られた｡しかし,｢自由に書く｣という指示から起こる問題点も明らかにな
った｡この反省を生かし,授業の改善策を考案した｡
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1 問題の所在と方法
近年,大学や短期大学など-の進学率が高まっ
てきている｡文部科学省の ｢平成21年度学校基本
調査｣によると,大学 ｡短期大学進学率 (過年度
高卒者等を含む)は56.2% (前年度より0.9ポイ
ント上昇)で過去最高となった｡ この現状に合わ
せて,高校では入試対策に重点を置く授業が求め
られるようになった｡ その結果,入試対策の名の
もとで教えられたことを丸暗記し,文法や知識を
増やすだけの授業が多くなりつつある｡
高等学校指導要領の国語科の目標に示される
｢国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成
し,伝え合う力を高めるとともに,思考力や想像
力を伸ばし,心情を豊かにし,言語感覚を磨き,
言語文化に対する関心を深め,国語を尊重してそ
の向上を図る態度を育てる｡｣という理念を育成し
ているとは言い難い｡生徒の受験のスキルは向上
するが,｢生きる力｣としての言語運用能力が向上
しているとは言えない｡
そこで,言語運用能力をスキルとして定着させ
るために,生徒の学習-の意欲を高めたいと考え
た｡意欲が上がることで学習-の動機付けができ
る｡主体的に学習に取り組むようになり,学力が
定着すると考えた｡
そのために ｢書くこと｣を中心にした授業づく
りを行う｡書くという活動は自らの考えや思いを
表現する活動である｡生徒にとって能動的な授業
を行うことができ,意欲的に取り組めると考える｡
また,書くことは自らの心情や思考を正確な言葉
で表現する力を高めることにもなる｡言語能力を
向上させるための手段として適していると考える｡
この学習活動の柱として看図作文とライティ
ング｡ワークショップを挙げる｡
2 先行研究の検討
(1)看図作文
三上(他)(2009)では看図作文について｢『看
図作文』とは,端的に言うとイラストや写真を見
て作文を書く方法である｡｣と定義している｡そ
の効果については ｢イラストや写真を見て,書く
材料を見つけてい く方法であるから,書く材料が
ないという生徒の抵抗感を少なくすることができ
る｡生徒が同時に同じイラストや写真 (以下これ
を絵図と表記する｡)を見て書く材料を見つける
のであるから,生徒同士が見つけた材料について
伝え合うこともできる｡｣と述べている｡
また,看図作文の利点として鹿内(他)(2007)で
は ｢絵図の読み解きは,学習者に 『おもしろさ』
を感じさせる活動である｣とともに ｢作文を書く
ことに対する学習者の動機を高めるよい指導方法
となる｣ことを挙げている｡
以上より看図作文の利点を次のように考える｡
○絵図を読み解く活動は楽しく取り組めるので意
欲が高まる｡
○書くための材料があるため意欲的に取り組める｡
(2)ライティング｡ワークショップ
ライティング｡ワークショップとは,生徒が作
家になり,書きたいものを各自自由に ｢書く｣活
動である｡教師からの助言の他に生徒同士の読み
合いを通して,推敵をしながら作品を完成させる｡
Ralph(2001)において,Ralphは,ライティン
グ｡ワークショップについて ｢学校生活の中で子
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どもたちが 『実際に行い,創造する』時間,つま
り主体的に文を創作している時間である｣ と述べ
ている｡また,｢生徒たちが主役になる｣時間であ
り,教師は ｢学びの枠組みをつくり,子どもたち
に多くの選択の余地を与え｣るだけとしている｡
以上より,ライティング･ワークショップの利
点を次のように考える｡
○書く内容を自分で決定し自由に書くことができ
るという主体的な活動により,意欲的に授業に
参加できる｡
○お互いの作品を評価し合い推蔽する活動から,
多様な考えを吸収し,比較することで学んでい
く力が育成される｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)高校での実践
≪実践の内容≫
市内の公立高校で,和歌をモチーフにして現代
語の小説を書く授業を実践した｡授業の大まかな
流れは 『ライティング･ワークショップ ｢ー書く｣
ことが好きになる教え方 ･学び方-』によった｡
また,看図作文のように書くための素材があった
方が書きやすいと考え,小説の題材として和歌を
用いた｡和歌は短い中にもス トー リー がある｡ま
た,余分な言葉がそぎ落とされており,生徒が想
像を膨らませることができる余地が多い｡小説の
ス トー リー の軸にするのに適していると考える｡
小説を書くためには和歌に描かれている景色や心
情を詳しく想像し,イメージを膨らませなければ
ならない｡そうすることによって和歌の世界観を
より深く味わうことにもつながると考えた｡
このクラスは選択科目として古典を選んだ生
徒が集まる少人数のクラスである｡全体的に古典
が ｢好き｣である生徒が多い｡中には古典や和歌
が ｢苦手｣と公言する生徒もいたが,古文単語な
どの基本的な知識は身に付いている生徒が多かっ
た｡また,授業中は与えられた課題に真面目に取
り組むことができる生徒たちであった｡ 文章力に
ばらつきはあるものの,想像力の豊かさは甲乙つ
けがたい｡生徒たちはそれぞれが個性豊かなスト
ーリー を描き出すことができていた｡
和歌は,それぞれ内容が異なるものを3首用意
し,その中から好きなものを1首選んで小説を書
くようにした｡今回は百人一首より以下の3首を
取り上げた｡
I たち31れ い/sばのふの 蜂にまふる
ま-とし伺かば .冬埠 I)呑む
(す納言行キ)
Ⅱ 君 がため 鼻 の野に虫でて 碁菜-む
わが春子に 骨は玲I)--
(見考え旦)
Ⅲ 月見れば 千々に賂こそ か専しけれ
わが身--の 秋にはあらねど
(大江千里)
単元計画
時間 ○主な活動 *指導上の留意点
1 ○和歌を読解するo
○3首のうち好きな和歌を選ぶ○
23 ○小説の構想をワークシー トに記入
するo
を書くo
*和歌から自由に想像を膨らませる
ことを重視し,和歌の訳から離れて
もかまわないとする○
4 ○完成した小説を読み合うo
○他の友達が書いた小説の良かつた
点と改善点を鑑賞カー ドに記入す
るp
*どこがどう良かつたのか,どこを
どう直せばいいのかを具体的に書く
ようにするo
(1時間目)
和歌の読解を行った｡ 読解でのつまずきはほと
んどなく,内容をつかんだ現代語訳ができている
生徒が多かった｡
(2時間目)
小説を書く作業を行った｡小説を書くにあたり
パソコンを使用した｡パソコンを用いた理由は二
つある｡一つは推蔽作業がしやすい点である｡文
章の入れ替えや書き直しが楽にでき,消して書き
直す手間を省くことができる｡二つ目は,書くこ
と-の抵抗感を軽減できる点である｡作文を書く
のが苦手でも,パソコンや携帯電話のメール機能
などで文字を打つことには慣れており,友達との
メールやブログでは上手に自己表現できている生
徒もいる｡手書きよりも取り組みやすいのではな
いかと考えた｡
また,書式は横書きに指定した｡これはメール
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やパソコンを使いこなす生徒達にとって横書きの
文章の方が馴染みがあり,思いを自由に表現しや
すいと考えたからだ｡
言葉を吟味する際パソコンの辞書機能を使っ
たり,インターネットを使って情報を収集するな
ど,パソコンを有効活用している生徒もいた｡ま
た,積極的に友達と相談しながらス トー リー を膨
らませたり推寂したりする姿が見られた｡
(3時間目)
前回の続きを書き進めた｡小説を書くのはこの
時間が最後である｡進度が早い生徒は完成した作
品を友達と読み合いながら推蔽していた｡今回の
授業を欠席し完成できなかった生徒や,時間が足
りず授業後に残って書いていた生徒もいた｡しか
し,ほとんどの生徒がこの時間までに書き終える
ことができた｡
(4時間目)
作品を読み合い評価する活動を行った｡完成し
た小説はプリントアウトして冊子にまとめた｡こ
の時点でまだ完成していない作品は載せなかった｡
それを全員に配布し,他の生徒の作品をそれぞれ
が自分のペースで読めるようにした｡読み終えた
生徒から,自分の作品以外の小説を一つ選び,そ
の小説の良かった点と改善点を鑑賞シートに記入
させた｡鑑賞シートは両面印刷にしてあり,早く
書き終わった生徒は,裏にもう1作品選んで書け
るようにした｡読む速さや書く速さは個人差が大
きく,予想通り生徒の作業スピー ドにばらつきが
出た｡鑑賞シートの裏面を準備したことで,手持
無沙汰の生徒が出ることを防ぐことができた｡
≪生徒ゐ作品より≫
授業の中で完成した作品は全部で9作品あっ
た｡
｡Ⅰの和歌をモチーフにした作品-4作品
｡Ⅱの和歌をモチーフにした作品-3作品
｡Ⅲの和歌をモチーフにした作品-2作品
｢高校生に小説が書けるのか｣と危倶する声に
反し,生徒たちは短い時間の中でも予想以上に完
成度の高い作品を書き上げた｡しかし,小説を書
く時間は2時間しか取ることができず,未完のま
ま終わってしまった作品もいくつかあった｡
同じ和歌をモチーフにしていても,できた小説
はそれぞれ独創性があった｡ しかし,どの和歌を
選んだのかに関わらず,作品のテーマには共通性
がみられた｡全体の傾向として ｢愛｣と ｢死｣を
扱ったものが多かった｡できた小説の中でも代表
的なものを以下に示す｡
(Ⅰの和歌をモチーフにした作品)その1
あるところにとても仲の良いお似合いな夫婦がいました｡
男は女を心から愛していました｡
それに同じく女も男を心から愛していました｡
2人は貧乏だったがとても幸せに暮らしていました｡
しばらくして2人の間には子どもができました｡
しかし,自分たちが生きていくことで精一杯なので
子どもを育てる余裕はありません｡
悩みに悩んで男は遠い稲羽の国-
家族のために働きに出る事を決めました｡
(中略)
その山には立派な松が1本生えていました｡
その松を見るたびに男は思う事がありました｡
この松のようにあなたが待っていると聞いたならば
私はすぐにでもあなたのもと-帰ろう-
Ⅰの和歌の内容に沿ったス トー リー になって
いる｡会話文や情景,心理描写が少なく,比較的
短い作品である｡この生徒は度々手が止まってい
る様子が見られ,書くことはあまり得意ではない
ようだった｡小説には ｢稲羽｣とい う地名や ｢松｣
など和歌のキーワードとなっている言葉が盛り込
まれており,最後の2行も和歌の現代語訳をその
まま用いている｡和歌とい う軸があることで,書
き進めることができたと考える｡
(Ⅰの和歌をモチーフにした作品)その2
いよいよ,この因幡から愛しい人を残して旅立たなけれ
ばならない時が来た｡戦状は厳しい- ･｡生きて帰れる
保障は無い｡しかし,戦争は待ってはくれない｡人々の歓
声が,僕を急かす｡
黒い機関車に押し込まれる様に乗り込むと,汽車の車窓
から,産まれたばかりの赤子を抱いて今にも泣き出しそう
な顔をして,作り笑いを浮かべる君の姿が見えた｡
｢行ってくる｣
そう一言,言うのが精一杯だった｡(中略)
あの人が,この因幡から戦場に旅立って行って一年が経
った- ｡｡生きているのか,戦死してしまったのかそれ
すら分からない｡
あの時,産まれたばかりだったこの子も,三歳を迎えた｡
｢かあちゃん｣
傍らで土をいじっていた娘が不思議そうに私の顔を覗く｡
｢かあちゃん,なんで泣いてるの?｣
｢え- ･?｣
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自分でも気付かないうちに,泣いていたようだ○
｢おなかいたいの?｣
この作品は鑑賞シー トで最も多くの支持を集
めた｡｢男と女両方の視点で書かれているところが
良かった｣｢台詞から情景や心情が読み取れるくら
い丁寧に書いてあって良い｣などの感想が多く寄
せられた｡登場人物の心理や風景の描写が詳しく
描かれており,夫と妻の両方の視点から描かれて
いる点や,小説の舞台を戦時中にしているところ
にも工夫がみられる｡和歌の世界観を踏まえた上
で想像を膨らませ,自由に書いていることがわか
る｡
(Ⅱの和歌をモチーフにした作品)
雪解けて,まだ間もないこの野原に,もう君の姿は見え
ない｡あの瞬間(とき),僕たちはこんな未来をこれっぽっ
ちも想像してなかった｡(中略)
僕たちは,毎日この野原で顔を合わせ,いつからか付き
合うようになった｡いくつもの季節を一緒に過ごし,こん
なささやかな幸せがずっと,ずっと,続くと信じていた｡
そんなある年の春,"君"から衝撃な事実(こと)を聞いた｡
『私ね,もうすぐ--死んじゃうの｡』(中略)
あの時から,雨の日も,雪の日も,毎日僕は,あの野原
に行った｡そして,愛美の命日には,自分の部屋にタンポ
ポを飾った｡
いくつもの時が過ぎ,また春がやってきた｡暦の上では
もう春だというのに,まだ雪が降り続いている｡
でも,"僕"は今日もあの野原-向かう｡
そう,タンポポが咲き乱れるあの野原--･
この作品は全作品中最も長編だった｡登場人物
の名前を設定するなど,人物が具体的に描かれて
いる｡鑑賞シートにも ｢登場人物に設定がしっか
りとあって良かった｣｢他の小説に比べて長文だっ
たが,夢中にさせるような物語や文の作りになっ
ていた｣などの感想が寄せられ,生徒からの評価
も高かった｡ この生徒は授業中に終わらなかった
部分を授業後も残って仕上げるなど,授業に対す
る意欲が感じられた｡
≪アンケート≫
最終日にこの授業に対するアンケー トを実施
した｡それを集計した結果を以下に示す｡
※()内は人数
(∋古典は好きですか ②和歌は好きですか
2まあまあ好き (2)
3ふつう (6)
4あまり好きではない (1)
5嫌い (0)
2まあまあ好き (5)
3ふつう (5)
③文章を書くのは好きですか
1好き (2)
2まあまあ好き (5)
3ふつう (4)
4あまり好きではない (2)
5嫌い (1)
④この授業の感想
1面白い
2まあまあ面白い
3ふつう
4あまり面白くない
5つまらない
※無回答1人
? ???
? ?
?
?
⑤小説を書いてみての感想
1面白い (6)
2まあまあ面白い (5)
3ふつう (2)
4あまり面白くない (0)
5つまらない (0)
※無回答1人
⑥小説を書くことの難易度
1簡単だった (0)
2まあまあ簡単だった (1)
3ふつう
4すこし難しかった
5難しかった
※無回答1人
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ?
?
?
?
? ? ? ? 】
? ? ? ? ?
? ?
(その他の感想 ･意見 ･疑問点など)
･和歌で小説を書くのは初めてでとても楽しかったです｡
･前回の授業は具合が悪くて出れなかったのが残念だった｡
元にする和歌が知ってる和歌だったので楽しかった｡
･小説を善くのが難しかったけど,結構楽しく取り組めまし
た｡こういう授業もいいなあと思いました｡
･古典自体は苦手なのですが,小説を考えるのは楽しかった
です｡みんなで感想を言い合って評価し合うというのも今
後につながるのでいいと思いました｡
･普通の授業より何倍も面白かったです !
･文章を書くのは好きだけど文章構成が苦手で苦戦した｡で
も楽しかった｡
･授業でパソコンを使うのはいいと思いました｡
･もう少し長い時間をかけて小説を書きたかった｡とりあえ
ず自分で納得のいく小説が書けた｡和歌から小説を書くの
は難しかったけど,おかげで小説を書くのが少し好きにな
った｡
･小説を書く時間がもうちょい欲しかった｡
･パソコンが苦手なのでもう少し時間がほしかったです｡
･和歌から小説を書くことは初めてだったので,とても考え
るのが大変でした｡
･小説を書けなかったので何とも言えません｡でも書いて提
出したいです｡
アンケートより,多くの生徒がこの授業に対し
て意欲的に取り組めたことがわかった｡ 文章を書
くのがあまり好きでない,もしくは嫌いである生
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徒が計3人いたが,小説を書くことがおもしろく
ない,つまらない,と感じた生徒がいなかったこ
とから,文章を書くのが苦手な生徒も小説を書く
ことには意欲的だったことが窺える｡また,多く
の生徒が小説を書くことを難しいと感じていたこ
ともわかった｡ 小説を書くことは生徒にとって難
しい作業だったが楽しく取り組めたことが読み取
れる｡
(2)中学校での実践
≪実践の内容≫
市内の中学校で,短歌の授業を行った｡短歌か
ら想像できる情景を文章で書き表す活動を,2年
生の3つのクラス 仏組,B組,C組)で実践した｡
高校で実践した授業をベースに,少しアレンジし
た｡大きな変更点は以下の4つである｡
｡和歌ではなく短歌を用いた｡
｡｢小説｣というような指定はせず,ただ文章
で書き表すこととした｡
｡パソコンは用いず,手書きにした｡
｡授業数は1時間のみ｡
短歌は俵万智の
｢寮いね｣ と藷 しかりオ‖ゴ ｢寮いね｣ と
.鼠える人のいるあたたかさ
を用いた｡この短歌を選んだ理由は,この孝受業
を行った時期が11月で,ちょうど寒くなってきた
ところだったので季節に合っていて生徒が情景や
心情を想像しやすいと考えたからである｡また,
教科書には文語文で作られた短歌が多く載ってお
り,生徒が短歌を敷居が高いものとして捉えてし
まうことが考えられた｡そこで,短歌-の抵抗感
が少なくなるように,口語文で作られ,内容も身
近で親しみやすいこの短歌を用いた｡
短歌から想像できる情景を文章にする際に,小
説風に書くことは構わないが,高校で実践した授
業のように短歌の大意から離れて自由に書くので
はなく,あくまでも短歌から想像できることを書
くように指導した｡
本時の計画
時 間 ○主な活動 *指導上の留意点
5分 ○短歌の特徴と作者である俵万智につ
いて確認する○
*5Q7.5.7.7という形式であること,
いるということを確認する｡
○この短歌から読み取れること,想像で
きることをプリントに書きこむ｡
*机間指導しながら,誰がどのくらい書
いているかを把握しておく｡
○書いたものを発表する｡
*あくまでも短歌から想像できること
に限るが,なるべく生徒の自由な想像を
尊重し,様々な考え方を認めるようにす
る｡
○プリントに書いたことをもとに短歌
から想像できる情景や場面を文章化す
る｡
*机間指導しながら,誰がどのくらい書
いているかを把握しておく｡
*書き終わった生徒は周りの生徒と読
み合うようにし,自分と友達の文章の違
いや共通点に気付けるよう声がけする｡
○書いた文章を発表する｡
*発表した文章の ｢どこが良かったか｣
を考えながら聞くように指導する｡
≪生徒の様子≫
A組とB組は,教師の発間や指示に対する反応
がよかった｡ 教師の呼び掛けに対し,挙手をしな
いで自由な発言が出ていた｡生徒同士の交流活動
も活発だった｡A組とB組における授業の雰囲気
に大きな違いはなく,どちらも授業に積極的に参
加する様子が見られた｡一方,C組は発問に対す
る反応が小さく,自分から発言をしようとする生
徒は少なかった｡ 指名された時は発言するが,中
には恥ずかしがってしぶる生徒も見られた｡しか
し,書いた作品を見せ合う,他の生徒の発表を聞
く,というような作品の交流の活動になると活発
な反応が見られた｡
≪クラスごとの板書と作品≫
積極的に活動に取り組んだ2クラスと,消極的
だったクラスとの違いを見てい く｡どのクラスも
生徒の作品の中に共通した単語が見られた｡板書
を参考にして想像を膨らませた部分であると思わ
れる｡板書が生徒の作風に影響を与えていること
が読み取れたため,板書にも触れる｡
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(A組の板書)
･冬.風 .二人以上.外 .雪.コー ト･息.室内.布団
(B組の板書)
･冬 (夏).寒いところ.外.釈.ベッド･こたつ .友人
･家族 .恋人.同僚 .会話
A組,B組ともに情景を詳しく想像した生徒が
多かった｡B組では,｢体は寒いけど,心はあたた
かい｣という心情に触れた発言も出たが,視覚的
なことに触れた発言の方が多かった｡作品にも情
景が詳しく描かれたものが多い｡それが表れてい
る生徒の作品の例を以下に示す｡情景を描写して
いる部分に下線を引いた｡
(A組 ･B組の作品)
その1
雪がふわふわ降っている寒い夜に,コー ト姿の二人が話し
ていたo基建白巳.｢寒いね｣と話しかけると ｢寒いね｣
ともう一人が答えたo話から二人の心はあたたかくなつ
真冬の夜八時oどこにでもあるような路地裏で完全防寒し
た女が二人,すれ違ったo道路には積雪があり,今は雪も
降ってきているo女1｢寒いね｣女2.｢寒いね｣そう言い,
奉迎 町で,私は友人と歩いていた.もうそろそろクリ
スマスが近づいていて,町のところにはクリスマスツリー
が飾られていた○私はコー ト,マフラー ,手袋をしていた
が,寒い季節ということもあり,とても寒かつたo
そこで私は,｢寒いね｣と話した○
すると友人も,｢寒いね｣と返事をしてくれたo会話をし
たところで,体が寒いのは変わらないoけれど,友人が返
事をしてくれただけで心が温かくなった〇 二人は,之且三
一方C組では,他の2クラスとは違った反応が
見られた｡A組っB組では比較的答えやすい発問と
思われた,情景や場面を想像するような発問にも
｢わからない｣と答える生徒がいた｡授業プリン
ト-の書き込みも少なく,自分の言葉で書かずに
板書を写しただけのものが多いように感じた｡な
かなか自分の言葉で思い浮かべることができず,
板書を写すだけになってしまったのかもしれない｡
各自のプリントには情景の描写を書いていた
生徒もいたが,発言にはあまり表れなかった｡そ
の代わり,作者の心情に注目する意見が複数の生
徒から出た｡C組の板書を以下に示す｡
(C組の板書)
･秋 ･冬 (夏)･外 ･答えてくれる人の優しさ
･寒いところでもあたたかさを感じる
･共感してくれてうれしい
･優しい人の隣にいることがうれしい
･気温とかは寒いけど,返してくれる人がいるので心はあ
たたかい
･朝友達と会ったときの始まりの-コマ
｢気温は寒いけど心は温かい｣という表現は B
組でも出ていたが了共感してくれてうれしい｣｢答
えてくれる優しさ｣｢そういった友達の隣にいられ
ることがうれしい｣というような ｢うれしさ｣｢や
さしさ｣に注目したのはこのクラスだけであった｡
出来上がった文章も情景より心情が詳しく書いて
あるものが多い｡それが表れている作品を以下に
示す｡心情に注目した表現に下線を引いた｡
(C組の作品)
その1
冬の寒い朝に友人に ｢寒いね｣というと ｢寒いね｣と答え
てくれた｡周りはとても寒いのに,この友人と一緒にいら
れることに喜びを感じ,心があたたかくなった｡
その2
寒い冬の朝o私はいつものように,友達とまちあわせをし
ていたo遠くから友達の姿が見えたo私と友達は歩き始め
たo白くあたたかい息で両手をあたためながら,
｢寒いねo｣
ふと私は思ったことを言葉にだしたoそしたら
と,言葉が返ってきたo
外は真っ白く,雪がとけるけはいはしないo
だが,私の心はあたたかく,そんな友達のとなりにいるこ
≪個性的な作品や構想メモ≫
作品の傾向として,友達や恋人,近所の人との
-コマなど,短歌から想像できる情景を素直に描
いたものが多かった｡しかし,中には個性的な視
点が窺える文章もいくつか見られたのでここで紹
介したい｡
(1)季節に関して (夏)
季節に関して ｢暑さを紛らわせるためにわざと
『寒いね』と言っているかもしれないから,夏も
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考えられる｡｣と発言した生徒のプリントに記入さ
れていたメモを以下に示す｡
①冬.帰り道 .彼女 .手をつなごうとしている時.寒さ
を利用した下心
Tこっちが良いな
②夏.教室.友達 .暑さをまざらわそうとしている時.
メモに ｢こっちが良いな｣とあるように夏の設
定では文章化していなかった｡ しかし,夏の設定
と冬の設定を2パターン考えてみたようだ｡
(2)伝達の方法 (チャット)
1年間引きこもっていた男○チャットでも返事をもらつ
たことのない男は,俺ぐらいだろう○今日もいつものよ
うに ｢寒いですね｣とうつた○しかし今日はいつもと違
い,｢寒いですね｣と返事が返ってきた○男は
おれはまだ人気があるんだ!
そのかん違いが,あの悲劇を生んでしまった○
ネット社会を生きる今時の若者らしい,現代的
なモチーフだと感じた｡
(3)表れている感情 (さびしさ)
ただ私は共に笑い合える人がいつもいてくれたらい
い○君はいつも無口で静かだけど,たまのほんの一言
がいつもあたたかい○
｢寒いね｣君は同じように ｢寒いね｣と答える○
ちょっとそっけないかもしれないけど,なぜかあった
かくなる○明日も明後日も,何も変わらない日々 がう
れしい○
そんな友達があなたはいますか○
この生徒はプリントに ｢そう言い合える人がい
るうちは幸せですね｡｣という言葉も書いていた｡
｢答える人のいるあたたかさ｣の裏にある ｢答え
る人のいないさびしさ｣ をも感じられる作品だっ
た｡文章の構成や表現が優れている作品でもある｡
4 考察
(1)高校での実践
高校で実践した授業について考察する｡ アンケ
ートより,多くの生徒が意欲的に授業に取り組め
たことがわかった｡生徒がこの授業に意欲的に取
り組めた理由を以下のように考える｡
一つ目は,今までにない目新しい活動だったと
いうことが挙げられる｡小説を書くのは初めてだ
という生徒も多かった｡ 通常の古典の授業では古
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典の文章を現代語に訳してい く活動が中心であっ
たので,普段とは違う活動に面白さを感じた生徒
が多かったのではないだろうか｡
二つ目としては,書くための適切な素材がある
ことで書きやすかった点が挙げられる｡ 文章を書
くのが苦手である理由として ｢何を害いたらいい
かわからない｣という場合がある｡何もないとこ
ろから書き始めるのではなく,看図作文のように,
書くための材料となるものがあることで,書き出
しやすかったのではないだろうか｡また,題材が
和歌という短い文であったのも,想像を膨らませ
る余地が多いのでよかったと考える｡
三つ目は生徒の活動が中心の授業だったこと
が考えられる｡教師が知識を教え込む授業ではな
く,小説を書くという生徒自身の活動によって授
業を作っていくことが,授業-の意欲や楽しさに
つながったと考える｡
四つ目は,誰かが作った正解を要求されない,
自由に書くことができる活動だったということが
挙げられる｡和歌というモチーフはあったが,そ
れ以外の部分は想像を膨らませて自由に書くこと
ができた｡よって,決まった答えがなく,自分た
ちで自由に書けることが意欲につながったと考え
る｡
しかし,自由に書くことを重視し,和歌の訳を
離れてもいいと指示したために,和歌の世界観を
味わうことが不十分になってしまった｡ また,全
面的な自由を肯定することで,作品の評価規準が
文章力のみとなってしまった｡ また,授業内で完
成できなかった生徒は最後の読み合いの授業に意
欲的に参加できたとは言い難い｡この反省を踏ま
え,この授業の改善策を以下のように考案する｡
(活動内容について)
O｢和歌を題材にした小説を自由に書く｣活動か
ら ｢この和歌が詠まれたであろう場面を想像し
和歌が最も生きてくるような小説を書く｣活動
-変更する｡
和歌を生かすという明確な目標が設定された
ことで,漠然と自由に書くよりも取り組みやすい
と考える｡さらに,小説の内容が和歌と合ってい
るか,という評価の規準ができる｡文章力だけで
なく,場面設定のアイディアも評価することがで
きるようになる｡和歌を生かすために和歌をじっ
くり読み解くことで和歌の世界をより深く味わう
ことができる｡また,『伊勢物語』などと比較する
ことで歌物語-の興味 ･関心も深まると考える｡
(作品の扱いについて)
○完成した作品のみを冊子にするのではなく,莱
完の作品も冊子に載せ,できているところまで
で評価する｡
生徒同士で読み合い,評価し合うことは,生徒
のモチベーションを高める｡未完であっても,き
ちんと評価を受けることで更なる意欲につながる
と考える｡
(2)中学校での実践
中学校での実践した授業について考察する｡交
流活動ではどのクラスでも活発な反応が見られた｡
生徒たちは,同じ短歌から想像する場面がそれぞ
れ違うことに面白さを感じていたのではないかと
考える｡書くだけではなく,書いたものを共有す
る時間も生徒の意欲を高める手段として有効であ
ると考える｡ この授業ではアンケー トをとること
ができず,生徒の反応が直にわかる資料はない｡
しかし,授業中の生徒の様子からは意欲的に取り
組めていたように感じる｡
A組,B組においては ｢自由に書く｣ というこ
とがいい方向に作用した｡俵万智の短歌には具体
的な場所や風景が描かれていない｡それらを想像
力を働かせて描くことで主体的に活動に取り組ん
でいたと感じる｡しかし,描かれていない場面を
想像することが苦手な生徒にとっては ｢自由に想
像する｣ということが負担だったと考えられる｡C
組のようなクラスでは,想像を促す発問がもっと
必要だったと感じる｡心情に注目していた生徒が
多いクラスだったので,心情に触れた発言をもっ
と掘り下げ,心情を細かく想像していったり,｢そ
の心情にふさわしいのはどんな場面か｣など,心
情から風景を想像する発間が必要だったと考える｡
また,｢夏上 ｢チャット｣の二つの例は,自由
に書くことによって生まれた発想であるがゆえに
扱いが難しいものだと感じる｡生徒の自由な発想
は生かしたいが,この短歌から読み取れる情景だ
とは言い難い｡今回は ｢短歌から想像できること
を書く｣という指示の出し方が甘かった｡短歌の
情景を読み取って書くためには,全てを自由にす
るのではなく,一定の枠組みが必要であった｡ こ
の反省を生かしこの授業の改善策を以下のように
考案する｡
(活動内容について)
O ｢短歌から想像できる情景や場面を書く｣ とい
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う活動から,より具体的に ｢この短歌が最も合
う情景や場面を想像して書く｣活動に変更する｡
この短歌に最もふさわしい場面を書くという
枠組みが設定されたことで,自由に書いても短歌
の主題から大きく外れた読みが生まれにくくなる
と考える｡短歌に合った場面にするためには,短
歌をよく読解する必要がある｡そうすることでよ
り深く短歌の世界を味わうことにつながると考え
る｡
5 到達点と課題
二つの実践から,和歌や短歌の世界を文章に書
き表す活動は生徒の意欲を引き出すために有効で
あることがわかった｡与えられた解釈を暗記する
のではなく,自分で想像を膨らませて解釈し,文
章化することで意欲的に取り組めたのだと考える｡
しかし,ただ ｢自由に｣ という指示では,主題か
ら離れた読解も生まれてしまう｡単に ｢自由｣で
｢楽しい｣だけでは本当に付けたい力が育成され
ないのである｡評価規準を明確にし,付けたい力
が育成されるようなさ受業を考えていかなければな
らない｡
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